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要旨：我々が取り組んできた麻疹ウイルスや新型コロナウイルスSARS-CoV-2
の表面糖蛋白質と免疫応答の分子メカニズムについて、構造生物学的研究とそれ
に基づく創薬研究について紹介する。特に、北海道大学大学院薬学研究院創薬科
学研究教育センターおよび人獣共通感染症国際共同研究所には、ハイエンドのク
ライオ電顕を複数台整備し、SARS-CoV-2オミクロン亜種のスパイクタンパク
質の構造を決定し、さらに変異ウイルスに対して有効な中和抗体との複合体の構
造解析にも成功してきた。これらの北大クライオ電顕体制を紹介し、将来のパン
デミックに備えた感染症治療薬・ワクチン開発クライオ電顕の体制について紹介
したい。
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演題：立体構造解析に基づくウイルス表面糖タンパク質
の膜融合と免疫応答の制御機構
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